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ひ ま わ り だ よ り 3 月 号 を お 届 け し ま す

〜　共に生き　共に育ち　活気あふれ心ふれあう町　こたけ　〜

　こども園年長児が浅原喜代子さんのご指導のもと、“新春お茶会”

を行いました。正座をし、お抹茶を一口飲み、「結構でございます」と

声をそろえてあいさつ。飲み終わりには「ずずずっ」と感謝の気持ち

を込めて、上手に音を立ててすすり、おいしくいただきました。

　感謝の心や気遣いの心など“和の心”と“礼儀作法”を学び、貴重な

体験をした子どもたちは、４月から小学１年生になります。



2

◆人件費の状況  （平成２７年度一般会計決算）

住民基本台帳人口
（平成２８年１月１日現在） ８，１５８人

歳出総額（Ａ） ５，３０６，８５４千円

実質収支 １８５，０６９千円

人件費（Ｂ） ８１７，８１３千円

人件費率（Ｂ／Ａ） １５．４％

（参考）前年度の人件費率 １６．２％

※人件費には、特別職に支給される給与、報酬等を含みます。

◆職員給与費の状況（平成２７年度一般会計決算）

職員数（Ａ） １０４人

給与費

給料 ３５６，１６７千円

職員手当 ５３，６１３千円

期末・勤勉手当 １３０，８８７千円

計（Ｂ） ５４０，６６７千円

1 人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） ５，１９９千円

◆職員の初任給の状況（平成２８年４月１日現在）

区  分 小 竹 町 国

一般行政職
大学卒 １６６，１００円 １７６，７００円

高校卒 １４４，６００円 １４４，６００円

技能労務職 高校卒 １４６，７００円 １４２，０００円

※国の大学卒初任給は、国家公務員一般職適用の額です。

◆職員の平均給料月額と平均年齢の状況
（平成２８年４月１日現在）

区  分 小 竹 町 国

一　般
行政職

平均給料
月額 ２８６，５００円 ３３１，８１６円

平均年齢 ３９．０歳 ４３．６歳

技　能
労務職

平均給料
月額 ３０１，８００円 ２８７，４４７円

平均年齢 ５３．０歳 ５０．４歳

※平成２８年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

◆期末・勤勉手当の率
区  分 ６ 月 １２ 月 計

小竹町
期末手当 １．２２５か月 １．３７５か月 ２．６か月

勤勉手当 ０．８か月 ０．９か月 １．７か月

国
期末手当 １．２２５か月 １．３７５か月 ２．６か月

勤勉手当 ０．８か月 ０．９か月 １．７か月

◆退職手当  （平成２８年４月１日現在）

区  分 自 己 都 合
小 竹 町 国

勤続２０年 ２０．４４５月分 ２０．４４５月分

勤続２５年 ２９．１４５月分 ２９．１４５月分

勤続３５年 ４１．３２５月分 ４１．３２５月分

最高限度 ４９．５９月分 ４９．５９月分

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成２８年４月１日現在）

区  分 一般行政職 技能労務職

経験年数 大学卒 高校卒 高校卒

１０年以上
１５年未満 ２６１，４００円 ２２３，５００円 ―

１５年以上
２０年未満 ３０３，５００円 ２７１，２００円 ―

２５年以上
３０年未満 ３７０，２００円 ３７２，０００円 ２８３，５００円

※①経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は、採用後の年
　　数を、採用前に官公署などに勤務した経験がある場合は、そ
　　の期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

※②平成２８年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

小竹町職員の
給与等を

公表します
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◆その他の手当  （平成２８年４月１日現在）

手当の名称 内　　容

時間外
勤務手当

正規の勤務時間外に勤務した職
員に支給

扶養手当
▶配偶者　　　　 １３，０００円
▶他の扶養親族　　６，５００円

住居手当
▶借家等に係る費用を負担して
　いる職員に家賃額に応じて月
　額２７，０００円を限度に支給

通勤手当

最も経済的かつ合理的と認めら
れる通常の出勤経路・方法により
算出した額を支給

【例】通勤距離が２㎞以上５㎞未
　　満の自家用車使用の場合
　　⇒月額２，０００円

※扶養手当・住居手当・通勤手当について
　国の制度との異同・・・同じ

◆特別職の報酬等の状況
区  分 報酬等月額 期末手当の額

給　料

町　長 ５３８，９００円

６月期１．２２５月分

１２月期１．３７５月分

計　２．６月分

副町長 ５０７，７８０円

教育長 ４９４，９５０円

報　酬

議　長 ２６０，３６０円

副議長 ２２８，９５０円

議　員 ２１３，７５０円
▶給料・・・小竹町の給与条例の給与表に基づいて支払われるもの
▶給与・・・給料と諸手当を含めて支払ったもの
▶報酬・・・議会委員や非常勤特別職に支払われるもの

◆給与指数  （平成２８年４月１日現在）

９６．１

　給与指数とは、地方公務員の給与水準を表すも
のとして、国家公務員行政職を基準に比較するも
ので、ラスパイレス指数と呼ばれるものです。国
家公務員の給料を１００とした場合の小竹町一般
職の給与水準のことです。

◆部門別職員数の増減状況  （平成２８年４月１日現在）

区分 職員数（人） 対前年増減数（人）
部門 平２４ 平２５ 平２６ 平２７ 平２８ 平２４ 平２５ 平２６ 平２７ 平２８

一般行政関係 ５４ ５３ ５１ ５２ ５１ ＋５ －１ －２ ＋１ －１
議　会 ２ ２ ２ ２ ２
総　務 ２７ ２６ ２５ ２５ ２６ ＋３ －１ －１ ＋１
税　務 ９ ８ ８ ８ ７ ＋１ －１ －１
労　働 ０ ０ ０ ０ ０
農　水 ５ ６ ６ ６ ３ ＋１ －３
商　工 ０ ０ ０ ０ ２ ＋ 2
土　木 １１ １１ １０ １１ １１ ＋１ －１ ＋１

福祉関係 ２７ ２７ ３１ ３２ ２８ ＋２ ＋４ ＋１ －４
民　生 ２０ ２０ ２１ ２１ １９ ＋４ ＋１ －２
衛　生 ７ ７ １０ １１ ９ －２ ＋３ ＋１ －２

特別行政 １５ １６ ２０ ２０ １９ ＋１ ＋４ －１
教　育 １５ １６ ２０ ２０ １９ ＋１ ＋４ －１

公営企業等 ５４ ５０ ５０ ４８ ５１ ＋４ －４ －２ ＋３
病　院 ３８ ３４ ３５ ３３ ３７ ＋４ －４ ＋１ －２ ＋４
水　道 ７ ６ ５ ５ ５ －１ －１
下水道 ４ ５ ５ ５ ５ ＋１
その他 ５ ５ ５ ５ ４ －１

総合計 １５０ １４６ １５２ １５２ １４９ ＋１１ －４ ＋６ ０ －３

◆一般行政職の級別数状況  （平成２８年４月１日現在）

区  分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的な
職務内容

主 事
技 師

主 事
技 師

主任主事
主任技師

主 査
係 長

課長補佐
参事補佐

課 長 課 長

職員比 ７人 １７人 ２５人 １５人 ９人 ２人 ７５人

構成比 ９．３３％ ２２．６７％ ３３．３３％ ２０．０％ １２．０％ ２．６７％ １００％



町長の動き
町 長 コ ラ ム

点

描— １月２１日から２月２０日まで —

１月２２日 第７１回直鞍一周駅伝競走大会 町運動公園前

１月２３日
九州小島（株）社長新年あいさつ 町長室

第４回小竹観光まちづくり懇話会 総合福祉センター

１月２４日
第５次総合計画審議会答申 長寿健康の家

第２回福岡県障害者施策審議会 吉塚合同庁舎

１月２５日
当初予算町長査定 庁内会議室

「小竹に住みたい」まちづくりの会月例会 中央公民館

１月２７日
（株）コプラス来庁 町長室

御徳団地・小竹団地 新年あいさつ会 樹

２月１日 庁議 庁内会議室

２月３日 九州大学北園教授あいさつ 九州大学

２月４日 町ボランティア協議会との交流会 総合福祉センター

２月５日 第１０回小竹ふるさとマラソン大会 御徳大橋下遠賀川河川敷

２月８日 大和ハウス工業（株）来庁 町長室

２月９日
臨時会・全員協議会 議場・長寿健康の家

町村長セミナー 博多サンヒルズホテル

２月１０日 自治会長会・環境衛生連合会役員会 庁内会議室

２月１４日
全員協議会 長寿健康の家

国保運営協議会 庁内会議室

岡田先生との打ち合わせ 保健センタ―

２月１５日
環境施設広域化検討会議 ふくおか県央環境施設組合

ふくおか県央環境施設組合正副組合長会 ふくおか県央環境施設組合

九州電力所長来庁 町長室

２月１６日
じん芥組合事務打ち合わせ 町長室

（株）コプラス来庁 庁内会議室

２月１７日

総合教育会議 中央公民館

自衛隊入隊予定者表敬訪問 町長室

地域協働推進員連絡会議 長寿健康の家

坂口建設（株）来庁 町長室

２月２０日 自治振興組合議会定例会 自治振興組合
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部
天
風　

選

俳  

句
4



役 場 か ら の お 知 ら せ

民生委員・児童委員を
紹介します
問い合わせ▶福祉課一般福祉係
　　　　　　☎２・１２１９

おめでとうございます
～ 福岡県農業会議
    農業委員長期表彰を受賞 ～

　勝野一区の民生委員児童委員が
　決定しました（平成２９年２月１日付け）

◆ 委員名     藤内　彰

◆ 住　所     勝野１区８組

◆ 電話番号  ２・２４３４

◆ 担当地区  
　 勝野１区１・２・３・４・
　 ５・６・１１組

　塔野さんは、平成２年から１７年以上（通算）の長きにわたり、小竹
町農業委員として貢献されました。その功績が認められ、１月２０日
に福岡国際会議場で開催された平成２８年度福岡県農業委員会研修
大会において、代表として表彰されました。

  

塔
野
泰
治
さ
ん（
新
山
崎
区
）が

  

福
岡
県
農
業
会
議
農
業
委
員

  

長
期
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

新しい小竹町の１０年を町長に託しました！

　昨年１０月、小竹町第５次総合計画案につい
て、松尾町長から審議会に諮問されました。
　宮野一男会長、浅原喜代子副会長を中心とする
１０人の委員により、今後小竹町が進めていくま
ちづくり計画の審議（計８回）が行われました。

▲１月２４日、宮野会長と浅原副会長が答申書を
　町長に手渡しました。

　小竹町では、平成１９年度から「第４次小竹町総合計画」に基づ
き、まちづくりを行ってきました。平成２８年度をもって１０年
間の計画期間が終了するため、第５次総合計画の策定を行いま
す。「小竹町総合計画」とは、本町のまちづくりを計画的に進め
るための基本となる最上位計画です。

5 ひまわりだより

【上段左から２番目より】（敬称略）加藤喜久生、髙津秀正、中村博文、
木原剛、和田立美、今泉重敏

【下段左より】（敬称略）花田美起、宮野一男、浅原喜代子、早田真由美

  

第
５
次
小
竹
町
総
合
計
画

                 

審
議
会
委
員



67 ひまわりだより

役 場 か ら の お 知 ら せ

6

年金の請求について
問い合わせ▶直方年金事務所☎０９４９・２２・０９０５

■ 

支
給
開
始
年
齢
に
な
っ
た
と
き

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を

受
け
取
る
権
利
が
発
生
す
る
人
に

対
し
、
支
給
開
始
年
齢
に
到
達
す
る

３
か
月
前
に
、
基
礎
年
金
番
号
、
氏

名
、
生
年
月
日
等
を
あ
ら
か
じ
め
印

字
し
た
、
年
金
請
求
書
お
よ
び
年
金

の
請
求
手
続
き
の
案
内
が
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
本
人
あ
て
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

※
受
付
は
支
給
開
始
年
齢
に
な
っ

　

て
か
ら
で
す
。
そ
の
前
に
提
出
さ

　

れ
た
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
戸
籍
・
住
民
票
な
ど
は
、
受
給
権

　

発
生
日 

（
誕
生
日
の
前
日
）以
降

　

に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
、
年
金
請

　

求
書
の
提
出
日
の
６
か
月
以
内

　

に
交
付
さ
れ
た
も
の
を
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務

　

所
に
な
り
ま
す
。

■ 

65
歳
に
な
っ
た
と
き（
厚
生
年
金

　

 

加
入
期
間
が
１
年
未
満
の
人
）

　

60
歳
時
に
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
加
入
期
間
は
あ
る
も
の

の
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が

１
年
未
満
な
ど
、
65
歳
で
受
給
権
が

発
生
す
る
人
に
は
、
年
金
請
求
書
に

代
え
て「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

（
は
が
き
）老
齢
年
金
の
お
知
ら
せ
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
65
歳

に
到
達
す
る
３
か
月
前
に
、
基
礎
年

金
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
等
を
あ

ら
か
じ
め
印
字
し
た
、
年
金
請
求
書

と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
受
付
は
65
歳
に
な
っ
て
か
ら
で

　

す
。
そ
の
前
に
提
出
さ
れ
た
場
合

　

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

※
戸
籍
・
住
民
票
な
ど
は
、
受
給
権

　

発
生
日（
誕
生
日
の
前
日
）以
降

　

に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
、
年
金
請

　

求
書
の
提
出
日
の
６
か
月
以
内

　

に
交
付
さ
れ
た
も
の
を
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務

　

所
に
な
り
ま
す
。

▼
被
保
険
者
期
間
が
第
１
号
被
保

　

険
者
の
み
の
人
は
、
提
出
先
が

　

役
場
に
な
り
ま
す
。

　ご自身で、年金を受け
るための手続き（年金請
求）をしましょう。

※年金は、自動的に支給が始
　まるものではありません。

第１０回戦没者等の遺族に対する
特別弔慰金について
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

卒業式
各小学校 ３月１７日（金）

中学校 ３月１０日（金）

修了式
各小学校

３月２４日（金）
中学校

　町内各小中学校の卒
業式・修了式について
お知らせします。

■ 

請
求
は
、お
済
み
で
す
か
？

【
対
象
者
】戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
に
、次
の
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑴ 

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

⑵ 

戦
没
者
等
の
子

⑶ 

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉 

　

 

妹（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
な
い

　

  

人
な
ど
は
除
き
ま
す
）

⑷ 

⑶
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　
 

④
兄
弟
姉
妹

⑸ 
⑴
か
ら
⑷
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

　

 
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続 

　

 

き
１
年
以
上
生
計
関
係
が
あ
る
人
に

　

 

限
り
ま
す
）

【
給
付
内
容
】額
面
25
万
円
、５
年
償
還
の

記
名
国
債

【
請
求
窓
口
】福
祉
課
一
般
福
祉
係

請求期限は、平成３０年４月２日（月）までです。
※この期限を過ぎると、法律の規定により、特別弔慰金を受ける　
　権利が消滅します。

教育委員会
からのお知らせ
問い合わせ▶教育課
学校教育係☎２・１９６１
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国民健康保険からのお知らせ
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

◉ 国民健康保険への
　 加入の手続きは 14 日以内に

　職場の健康保険（健康保険組合や共済
組合など）に加入している人、後期高齢
者医療制度に加入している人および生
活保護を受けている人を除くすべての
人が国民健康保険に加入します。退職に
より職場で加入していた健康保険をや
めたときや職場の健康保険の被扶養者
から外れたときは、事業所が発行する資
格喪失証明書を持参のうえ、14 日以内
に加入の手続きを行ってください。

◉ 職場の健康保険
　 に加入したときは
　 喪失の手続きを忘れずに

　国民健康保険に加入している人が就職
等により職場の健康保険（健康保険組合
や共済組合など）に加入したときは、国民
健康保険の喪失手続きが必要です。新し
くできた被保険者証を持参のうえ、保険
年金係窓口で喪失の手続きを行ってくだ
さい。

  

大
学
な
ど
へ
の

  

進
学
が
決
ま
っ
た
ら
・・・

　

小
竹
町
の
国
保
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
大
学
な
ど
へ
の
進
学
に
よ

り
小
竹
町
か
ら
他
市
町
村
へ
住
所

を
移
す
場
合
は
国
保
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。

　

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証（
入

学
の
前
の
場
合
は
合
格
通
知
書
）、

印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
健
康
増
進

課
保
険
年
金
係
へ
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

  

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険

  

被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
お
使

い
い
た
だ
く
被
保
険
者
証
に
つ
い

て
は
、
３
月
中
に
世
帯
主
あ
て
に
簡

易
書
留
郵
便
で
世
帯
全
員
分
を
ま

と
め
て
順
次
お
届
け
し
ま
す
。

　

配
達
方
法
が
簡
易
書
留
郵
便
の

た
め
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
っ
て

は
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
３
月
27
日
以
降
に
な
っ
て

も
被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合

は
、
保
険
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

＊
＊ 

注
意 

＊
＊

▼
簡
易
書
留
郵
便
は
、
郵
便
物
の
受

け
取
り
の
際
に
受
領
印
が
必
要
な

た
め
、
ご
不
在
の
場
合
は
配
達
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
郵
便
局
か
ら

の「
郵
便
物
等
お
預
か
り
の
お
知
ら

せ
」が
郵
便
ポ
ス
ト
等
に
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
郵
便
ポ
ス
ト
の
確

認
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
郵

便
物
の
保
管
期
限
内
に
必
ず
再
配

達
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、「
郵
便
物
等
お
預
か
り

の
お
知
ら
せ
」に
記
載
さ
れ
て
い
る

電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
被
保
険
者
証
を
郵
送
す
る
世
帯

は
、
前
年
度
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
が
な
く
、
平
成
28
年
度
第

８
期
分（
平
成
29
年
１
月
31
日
納
期

限
）ま
で
完
納
し
て
い
る
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
世
帯

の
被
保
険
者
証
は
、
健
康
増
進
課
保

険
年
金
係
窓
口（
⑧
番
）で
交
付
し

ま
す
。

還付金詐欺に
気をつけて！

『お金が戻ってくるので、ATM に行くように』は詐欺です！！

◉「お金が戻ってくるので、携帯電話を持って ATM へ行くように」と言われ
　たら、還付金詐欺です。行政や金融機関の職員が還付金等の受け取りのた
　めに、ATM の操作を行うように連絡することは絶対にありません。
◉不審な電話があった場合は、最寄りの警察や直鞍広域消費生活センター
　（☎０９４９・２５・２１６２）にご相談ください。
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障害福祉サービスに関するお知らせ
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

  

有
料
道
路
の
通
行
料
金

  

の
割
引

　

身
体
障
害
者
等
が
自
ら
運

転
す
る
場
合
、
ま
た
は
重
度
の

身
体
障
害
者
等
の
移
動
の
た

め
介
護
者
が
運
転
す
る
場
合
、

有
料
道
路
の
通
行
料
金
が
半

額
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
営
業
用
車（
個
人

使
用
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
）

等
は
除
か
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
障
害
者
本
人
が

　

運
転
す
る
場
合

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
人

②
障
害
者
本
人
以
外
の
人
が

　

運
転
し
、
障
害
者
本
人
が
乗

　

車
す
る
場
合

▽
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
の
う
ち
、
重
度
の
障
害
が
あ

る
人（
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
障

害
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合

も
対
象
に
な
り
ま
す
）

＊ 

注 

意 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

重
度
の
障
害
の
範
囲
は
、
手

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
旅
客
運
賃
減

額
」の
第
１
種
と
同
じ
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
所
持
者
は
、鉄
道
、バ
ス
、航

空
機
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
旅
客

運
賃
に
つ
い
て
も
割
引
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
旅
客

会
社
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

  

受
信
料
の
減
免

【
全
額
免
除
】

▽
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害  

者
、
精
神
障
害
者
が
世
帯
構
成

員
で
あ
り
、
世
帯
構
成
員
全
員

が
町
民
税
非
課
税
の
場
合

▽
生
活
保
護
受
給
者
な
ど

【
半
額
免
除
】

▽
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯

主
の
場
合

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２

級
所
持
者
・
療
育
手
帳
Ａ
１
、

Ａ
２
、
Ａ
３
所
持
者
・
精
神
保

健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者
が

世
帯
主
の
場
合

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平成２９年度福祉タクシー利用券を交付します
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

■ 

助
成
内
容

　

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者

等
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

直
鞍
旅
客
自
動
車
協
同
組

合
や
飯
塚
旅
客
自
動
車
協
同

組
合
に
加
盟
し
て
い
る
会
社

の
タ
ク
シ
ー
ま
た
は
町
内
の

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
使

用
で
き
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
を
交
付
し
ま
す
。

■ 

該
当
要
件

　

小
竹
町
に
居
住
し（
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
が
あ
り
）、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
の
う
ち
、
障
害
の
程
度
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級

　

ま
た
は
２
級

②
療
育
手
帳「
A
」ま
た
は「
B
」 

　

判
定

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　

帳
の
１
級
ま
た
は
２
級

※
施
設（
通
所
施
設
は
除
く
）

等
の
入
所
者
は
、
対
象
者
か
ら

除
き
ま
す
。

■ 

利
用
券
の
交
付
枚
数

２
枚
／
月

▼
該
当
要
件
①
②
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

６
枚
／
月

▼
該
当
要
件
①
に
該
当
す
る

人
の
う
ち
、
じ
ん
臓
の
機
能
の

障
害
で
、
永
続
し
、
か
つ
日
常

生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け

る
程
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人

■ 

申
請
に
つ
い
て

【
必
要
な
も
の
】

▼
所
持
し
て
い
る
手
帳

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

　

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

　

祉
手
帳
）

▼
印
か
ん

【
受
付
期
間
】３
月
13
日（
月
）

か
ら

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課

一
般
福
祉
係
☎
２
・
１
２
１
９
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▼
税
の
公
平
性

　

納
付
期
限
内
に
税
金
を
納
め
た
人
と
の
税

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期
限
が
過
ぎ
た

後
も
納
付
が
な
い
場
合
、
督
促
状
を
送
り
ま

す
。督
促
後
、完
納
さ
れ
な
い
と
き
は
差
押
え

等
の
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期

限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
に
つ
い
て

　

振
替
日
は
毎
月
25
日（
振
替
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
、
12
月
と
２
月
は
22
日
）で
す
。

自
動
的
に
指
定
の
口
座
か
ら
税
金
が
引
き
落

と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。手
続
き
は
、町
指
定
金
融
機
関（
福
岡
銀

行
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
福
岡
ひ
び
き
信
用

金
庫
、飯
塚
信
用
金
庫
、直
鞍
農
協
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行
）ま
た
は
税
務
住
民
課
で
行
え
ま
す
。

集合税ｰ町県民税・固定資産税・国民健康保険税ｰ

納期限　３月３１日（金）
【口座振替日　３月２７日（月）】

今月の納税
税金は納期限までに納めましょう
問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６

小竹町こころの健康づくり
講演会のご案内
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

第２回 こたけボタカン駅伝開催決定！！
参加者募集のお知らせ
問い合わせ▶まちづくり政策課企画係☎２・１２１４

　
“
ボ
タ
カ
ン
”と
は
、「
山
あ

り
谷
あ
り
の
ボ
タ
山
を
み
ん

な
で
協
力
し
合
い
、
力
の
限
り

を
尽
く
し
て
、
さ
っ
そ
う
と

駆
け
抜
け
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
」の
略
で
す
。
今
年
も
１

周
約
１
㎞
の
コ
ー
ス
を
４
時

間
で
何
周
走
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
競
い
ま
す
。

　

夏
に
多
く
の
人
が
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
狩
り
に
訪
れ
る“
山
の

里
自
然
農
園
”（
小
竹
町
新
多
）

は
、
筑
豊
を
一
望
で
き
る
絶
好

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
園
内
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
花
が
咲
き
始

め
る
こ
ろ
、
心
地
よ
い
風
を
感

じ
な
が
ら
、
気
の
合
う
仲
間
と

一
緒
に
ボ
タ
山
を
走
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

■ 

募
集
要
項

【
定
員
】30
チ
ー
ム（
１
チ
ー
ム

を
１
人
～
10
人
で
構
成
）

【
参
加
費
】１
チ
ー
ム
5
千
円

＋
参
加
人
数
分（
一
般
▽
千

円
、小
中
高
校
生
▽
五
百
円
）

【
申
込
方
法
】所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
４

月
７
日（
金
）ま
で
に
郵
送（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
持
参
可
）

※
申
込
用
紙
は
、
役
場
、
町
中

央
公
民
館
、
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
小
竹
店
に

て
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
先
】ま
ち
づ
く
り
政

策
課
企
画
係
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
▽

０
９
４
９
６
・
２
・１
１
４
０
）

【
主
催
】こ
た
け
ボ
タ
カ
ン
駅

伝
実
行
委
員
会

　

３
月
は

　
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

　

自
殺
予
防
対
策
と
し
て
、
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

◉
講
師
▽
医
療
法
人
昌
和
会

見
立
病
院
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー

トH
att

事
業

　

本
部
課
長　

熊
本
勝
治
氏

◉
テ
ー
マ
▽『
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
役
割
』今
日
か
ら
で
き

る
寄
り
添
う
支
援（
仮
）

◉
内
容
▽
家
族
や
地
域
の
人

の“
心
の
不
調
を
示
す
サ
イ

ン
”に
気
づ
く
た
め
に
、
必
要

な
知
識
を
習
得
し
、
適
切
な
対

応
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
日
時
】３
月
21
日（
火
）14
時

30
分
開
演
、16
時
終
了

【
場
所
】町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
大
研
修
室

【
参
加
費
】無
料（
申
込
不
要
）

山の里自然農園で開催します！

☆★　参加チーム募集中　★☆

たくさんのご応募をお待ちしています。

もちろんウォーキングでの
参加もＯＫです！

△昨年開催されたボタカン駅伝の様子

５月７日（日）

　皆さん、ぜひ
ご参加ください
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報情このけた−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

子育て支援センター たけのこからのお知らせ

 ３月８日（水）１０時から『赤ちゃん同窓会』を開催し

ます。２８年度に支援センターを利用された皆さん、

一緒に楽しいひとときを過ごしましょう。

ぜひお越しください☆

「できて当たり前」ではなく、できたこと
を具体的にほめる。この積み重ねが子ど
もの自尊感情を育てていくのです。

　

昔
々
、勝
野
村
の
恵
下
山
と
い
う
所（
今
の
町
中
央
公
民
館

近
く
）に
古
い
お
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
こ
の
お
寺

を
小
竹
の
地
へ
移
転
す
る
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
お
寺

の
釣
り
鐘
を
運
ぶ
た
め
に
、庄
屋
と
村
人
と
が
話
し
合
っ
て
、

イ
カ
ダ
を
造
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、道
中
の
牟

田
の
付
近
に
は
沼
地
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

で
き
上
が
っ
た
イ
カ
ダ
の
上
に
釣
り
鐘
を
縄
で
し
っ
か
り

結
ん
で
、沼
地
を
渡
り
始
め
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
沼
の
真
ん
中

に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
に
、
突
然
縄
が
ほ
ど
け
釣
り
鐘
を
落

と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。重
い
釣
り
鐘
の
こ
と
で
す
。み
る

み
る
泥
中
深
く
沈
ん
で
い
き
ま
し
た
。村
人
は
、釣
り
鐘
の
沈

ん
だ
場
所
を
後
世
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
、
一
本
の
柳
を
沼

地
に
植
え
ま
し
た
。

　

や
が
て
柳
は
大
き
く
な
り
、
長
い
間
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
老

木
と
な
っ
て
沼
地
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。
柳
と
釣
り
鐘
の

あ
っ
た
場
所
は
不
明
で
す
。

▲ 案内（一本柳）

子
ど
も
に
聞
か
せ
る

小
竹
の
昔
ば
な
し

第２話

一
本
柳
の
話         

文　

郷
土
史
研
究
会
員

★

　１月３１日、こども園では、保護者を対象に「前向き子育

て講演会」を行いました。江上千代美先生（福岡県立大学准

教授）によるお話は、子どもたちの自尊感情を育てていく

という希望のもてるものでした。

■ 内容

▶子どもの困った行動を良くするためには、できていな　
　いことを注意するのではなく、できていることを具体的
　に言葉で伝えてほめるようにすると効果的だというこ
　とです。
▶「すごい」「えらい」だけではなく、“おもちゃを棚に片付

　けてがんばったね”“今日は７時に起きたからえらいね”
　など、具体的にほめてもらうと、子どもはこれが正しい
　行動だと認識していきます。

▶我が子はかわいいけれど
　子育ては大変です。おも
　ちゃの片付けをしない、
　朝なかなか起きないなど
　悩みはつきません。



あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

Town's topics

み ん な の ひ ろ ば

◉わらべうたで楽しみ、笑顔あふれる

　１月２２日、「第７１回直鞍一周駅伝競走大会」が開催さ

れ、小竹町運動公園前を勢いよくスタートしました。手を

たたき応援する多くの人たちの中、全２０チーム（一般社

会人編成）がたすきをつなぎ、３８㎞（第７区間）を走り抜

きました。小竹町から参加したチーム“いかすぜ！！小

竹”は、１０位で完走。総合タイム２時間２０分３８秒でし

た。

◉直鞍一周駅伝競走大会で、完走！

◉日本嵩山少林拳選手権大会に出場
　昨年１１月１３日、春日市で日本嵩山少林拳選手権大会
が開催されました。みんな一生懸命頑張りました。
◉最優秀拳士賞　伊藤　まお ☆二年連続受賞の快挙達成
◉演武試合　　　　　　　　　　　　　
　（小中学生個人の部）
　▶長拳の部　　　　準優勝　　大井　孜竜
　▶嵩山少林拳の部　優秀　　　伊藤　魁聖
　（一般女子の部）　　優勝　　　伊藤　まお
　　　　　　　　　　準優勝　　大井　陽菜
◉乱取試合
　（小学２年の部）　　準優勝　　岩本　成大郎
　（小学３年の部）　　優勝　　　大井　孜竜
　　　　　　　　　　準優勝　　河島　一豊
　（小学６年の部）　　準優勝　　伊藤　魁聖

あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

11 ひまわりだより

＊＊＊＊＊＊ 少林拳小竹道場からのお知らせ ＊＊＊＊＊＊
　☆拳士を募集しています（体験入学可）
　【練習場所】町児童体育館　　【練習日】毎週水・金曜日
　１８時３０分から２１時まで（祭日は休み）

　（中学低学年の部）　３位　　　大井　陽菜
　（中学高学年の部）　３位　　　高島　呼良
　（一般女子の部）　　優勝　　　伊藤　まお

※記事と写真の提供：少林拳小竹道場　指導者　大井 仁

　２月１５日、児童館で「あかちゃんとママのおはなし会」

があり、約１８人の子どもたちと保護者が参加しました。

ぬいぐるみなどを使った手遊び歌や「やさいさん」などの

４冊の絵本を楽しみました。毎月参加しているお子さん

（２歳半）の保護者は、「家でも読み聞かせはしますが、一人

で聞くよりみんなと一緒に聞く方が楽しいと思います。お

母さんたちとの交流もできます。」と話してくれました。

◉町民まつり実行委員会から寄贈！
　昨年１１月に開催された「町民まつり２０１６」では、実行

委員会の皆さまの声かけにより、たくさんの協賛が集まり
ました。会場に多くののぼりが並ぶなど、まつりに華を添
えていただきました。その協賛金の一部でテント二張りを
購入され、町に寄贈していただきました。町民まつりをは
じめ、町のイベントやさまざまな催しなどに広く活用させ
ていただきます。ありがとうございました。
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図書室新刊のお知らせ

Dr. インクの
　　星空キネマ
絵・文／にしのあきひろ
幻冬舎

　もうすぐ 体育でなわとびが始
まる。なわとびなんかだれが始め
たんやろう。体育がとくいなとも
ちゃんは、本当はなわとびが苦
手。あいちゃんになぜか、にじゅ
う飛びも出来ると返事しちゃっ
た。「へなちょこ」やと思われたく
なくて、うそをついちゃった。こ
んなこと誰にでもあるよね。小学
生におすすめの絵本。

　どうして星は流れるの？どう
して人は夢を見るの？丘の天文
台にひとりで暮らすおじいさん、
時代遅れのハシゴ屋さん、村人か
ら恐れられているバケモノ、世界
中のみんなのために“夢の脚本”
を書き続ける人ー。それぞれの思
いで毎日星空を見上げる孤独な
人たちが、小さな幸せを見つける
感動のファンタジー。星空を見
ることを忘れてしまったあなた
へー。（帯から）4 作目の絵本「えん
とつ町のプペル」も入りました。

へなちょこ
作／くすのき しげのり
絵／ふるしょう ようこ
学研

開館時間　　８：３０〜１７：１５
問い合わせ　中央公民館　☎２・０４５２

おんな城主 直虎１
作／森下佳子・ノベライ
ズ／豊田美加・NHK 出版

　戦国時代に男の名で家督を

継いだ「おんな城主」がいたー 

その女性こそ。「井伊直虎」。幕

末の大老・井伊直弼の先祖にし

て、徳川家康の重臣・井伊直政

の養母である。（帯から） 戦国

の世を、女ながら城主井伊直虎

として運命を切り開いた「おと

わ」です。

◆ 各種目１位のみ掲載（敬称略）

距 離 学 年 等 参 加
者 数

男 子 １ 位 女 子 １ 位
氏 名 タ イ ム 氏 名 タ イ ム

１㎞
小学１年生 １８人 山内 陽登 ４分０７秒 山本 真里奈 ４分２１秒

小学２年生 ２６人 峙 侑希 ４分１４秒 高嶌 環南 ４分０９秒

１．５㎞
小学３年生 １８人 佐藤 蓮恩 ５分５５秒 塩川 七海 ６分２１秒

小学４年生 ２３人 立花 聖斗 ５分３９秒 春木 柚奈 ５分５３秒

２㎞
小学５年生 １９人 山下 陸 ７分１６秒 久田 蒔笑瑠 ８分０５秒

小学６年生 ２２人 古賀 琉聖 ７分１５秒 清藤 朱音 ８分２３秒

３㎞

中学１年生 ３１人 清田 知希 １０分１９秒 髙石 萌々 １０分５５秒

中学２年生 ２８人 柿原 幹太 １０分３０秒 坂口 綾音 １０分４１秒

中学３年生 ９人 板野 慶信 ９分１２秒 川原 一文 １０分１４秒

３㎞ 一般 ４９人 山本 健太 １０分１６秒 小林 萌 １１分１２秒

５㎞ 一般 ４６人 溝田 泰弘 １７分０９秒 山口 貴子 １８分１６秒

第１０回小竹ふるさとマラソン大会を開催しました

　町内外の小学生から一般までの２８９人が参加した“小竹ふるさとマラ

ソン大会”が、２月５日に御徳大橋下遠賀川河川敷で開催されました。

 一心不乱に走る姿に手
をたたき、「ガンバレ！」
と応援する人たち。ゴー
ル後には、温かい豚汁が
振る舞われました。
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今月の健康行事
▶内容によっては事前に予約が必要なもの
　や対象者が限られる場合がありますので、
　保健センターに問い合わせください。

▶ウォーキング教室は、上靴、水筒、タオルを 
   持参してください。

予約・問い合わせ…保健センター☎２・１８６４

３月
２１日（火）：１歳６か月児健診

１３時１５分〜１３時４５分

保健センター

２３日（木）：すくすく教室（離乳食教室）
１３時１５分〜１３時３０分

保健センター

２４日（金）：ウォーキング教室
１０時〜１０時３０分

中央公民館
４月

１１日（火）：乳児健診
１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

１４日（金）：ウォーキング教室
１０時〜１０時３０分
町民体育館

　子どもをとりまく食環境は大きくさま変わりし、子どもが気軽に食べ物
を手にすることができる時代になりました。しかし、朝食を食べない『欠食』
の子どもや、ひとりで食べている『孤食』の子どもが増え、心と体に影響を与
えています。子どもの頃から体に良い食べ物を選ぶ力を育て、“食”の大切さ
を学び豊かな心を身につけることが大切ではないでしょうか？忙しい時代
だからこそ、大人も子どもも「いただきます ｣ で始まる食事の大切さを自覚
し、会話を楽しみながら、バランスの良い食べ方をしましょう。

      
  

定
期
予
防
接
種
に
は
、高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

  

成
人
用
肺
炎
球
菌
が
あ
り
ま
す

65
歳
以
上
の
人

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
接
種
対
象
者 

　

▼
65
歳
以
上
で
接
種
を
希
望
す
る
人（
接
種
料
金
千
三
百
円
）

　
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
接
種
対
象
者

　（
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
）　　
　
　
　
　
　
　

 

　

▼
次
の
表
の
対
象
者
の
う
ち
、今
ま
で
に
一
度
も
接
種
を
受
け

　

 

た
こ
と
が
な
い
人
で
接
種
を
希
望
す
る
人

    

（
接
種
料
金
二
千
五
百
円
）

㊟ 

成
人
用
肺
炎
球
菌
は
、接
種
の
重
複
を
防
ぐ
た
め
に
対
象

     

と
な
る
年
齢
の
人
へ
の
個
別
通
知
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

    

対
象
と
な
る
人
は
、直
接
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ

    

い
。な
お
、接
種
は
お
誕
生
日
前
で
も
可
能
で
す
。

対 

象 

者

生 

年 

月 

日

65
歳
と
な
る
人
昭
和
26
年
４
月
２
日
～
昭
和
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ

70
歳
と
な
る
人
昭
和
21
年
４
月
２
日
～
昭
和
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

75
歳
と
な
る
人
昭
和
16
年
４
月
２
日
～
昭
和
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

80
歳
と
な
る
人
昭
和
11
年
４
月
２
日
～
昭
和
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

85
歳
と
な
る
人
昭
和
６
年
４
月
２
日
～
昭
和
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

90
歳
と
な
る
人
大
正
15
年
４
月
２
日
～
昭
和
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

95
歳
と
な
る
人
大
正
10
年
４
月
２
日
～
大
正
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

100
歳
と
な
る
人
大
正
５
年
４
月
２
日
～
大
正
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
心
臓
や
じ
ん
臓
、呼
吸
器
に
重
い
病
気
が

　

あ
る
人（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

　

害
を
も
つ
人
で
接
種
を
希
望
す
る
人
も
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
生
活
保
護
受
給
者
は
接
種
料
金
が
無
料
で
す
。

　
（
医
療
機
関
へ
診
療
依
頼
書
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
証
明
書
の

　

提
示
が
必
要
で
す
。）

力

「
５
つ
の　  

」を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

一 

食
べ
物
を
選
ぶ

　
　

▽
買
い
物
に
行
き
、い
ろ
い
ろ
な
食
材

　
　
　

を
知
り
ま
し
ょ
う
。

二　

食
べ
物
の
味
が
わ
か
る

　
　

▽
た
く
さ
ん
の
食
べ
物
を
食
べ
て
、味

　
　
　

 
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

三　

料
理
を
作
る

　
　

▽
家
族
と
一
緒
に
料
理
を
作
っ
て
み
ま

　
　
　

し
ょ
う
。

四　

食
べ
物
の
い
の
ち
を
感
じ
る

　
　

▽
自
分
で
野
菜
を
育
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

五　

元
気
な
体
が
わ
か
る

　
　

▽
早
寝
・
早
起
き
・
運
動
を
し
、食
べ
過

          

ぎ
や
欠
食
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

力

力

力

力

力

親子で、 食 習慣〈食育〉を考えてみましょう！

＊
適
切
な
食
習
慣（
食
育
）を

　

身
に
つ
け
、
で
き
る
だ
け

　

よ
り
よ
い
方
向
へ

　

結
び
つ
け

　

ま
し
ょ
う
。

● ● ● ●　鮭のちゃんちゃん焼き　【材料 ４人分】　● ● ● ●
＊１人分栄養価：エネルギー１９８kcal・たんぱく質１５．３g・塩分０．９g

【材料】鮭（４切れ・２４０g）、玉ねぎ（１００g）、生しいたけ・えのきだけ・しめ
じ（各４０g）、長ねぎ（１/２本）、マヨネーズ（大さじ３）、みそ・みりん（各大さ
じ１）、バター（８g）、レモン（１/２個）、アルミホイル（３０×３０を４枚）

【作り方】①玉ねぎ、生しいたけは薄切りにする。えのきだけは石づきを取
り３等分に切る。しめじは小房に分ける。 ②長ねぎを小口切りにし、マヨ
ネーズ、みそ、みりんを混ぜソースを作る。 ③アルミホイルにバターを塗
り、玉ねぎを敷き、鮭をのせ、ソースの半分を塗る。その上にきのこ類をの
せ、残りのソースを塗り、ホイルを閉じる。 ④③と水（１００～１５０㏄）をフ
ライパンに入れ、蒸し焼きにする。食べる直前にレモンをしぼる。
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

■管内街頭犯罪発生状況
１月中
件数

車上ねらい １件
自転車盗 １１件
空き巣 2 件

補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】３
月
16
日（
木
）10
時
か
ら
11
時

ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
、補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、
世

帯
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
が
必
要

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係
☎

２
・
１
２
１
９

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】３
月
10
日（
金
）12
時
か
ら
13
時

ま
で
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎
２
・
２
０
２
８

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど
を
抱

え
て
い
る
人
の
た
め
に
、
自
立
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】町
内
に
在
住
の
人

【
日
時
】月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
▽
９

時
30
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で
※
祝
日
も

開
所

【
場
所
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

◉
相
談
無
料
・
予
約
制
・
秘
密
厳
守

◉
小
竹
町
役
場
・
自
宅
で
も
相
談
可
能

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援

事
務
所
☎
０
９
３
・
２
０
３
・
１
６
３
０

行
政
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

【
日
時
】３
月
28
日（
火
）10
時
か
ら
12
時

ま
で

【
場
所
】役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◉
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
政
策
課
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
☎
２
・
１
２
１
４

境
界
問
題
無
料
相
談
会

【
日
時
】３
月
８
日（
水
）・
４
月
12
日

（
水
）▽
13
時
か
ら
16
時
ま
で　

【
内
容
】境
界
問
題
、
土
地
の
分
筆
や
建

物
の
新
築
等
に
関
す
る
問
題

【
場
所
】福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
北

九
州
支
部
事
務
局

◉
相
談
無
料
・
予
約
不
要

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
事
務
局
☎
０
９
２
・
７
４
１
・
５
７
８
０

平
成
29
年
度

予
備
自
衛
官
補  

採
用
試
験

【
採
用
予
定
数
】（
全
国
）一
般
▽
約
千
四

百
人
、技
能
▽
約
二
百
人

【
試
験
内
容
】一
般
筆
記
▼
国
語
、数
学
、

理
科
、社
会
、英
語
、作
文
、技
能
筆
記
▼

小
論
文
、口
述
▼
個
別
面
接
、そ
の
他
▼

適
性
検
査
・
身
体
検
査

※
第
１
回
で
採
用
予
定
数
に
達
し
た
場

合
、
第
２
回
は
実
施
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

本
部
飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８
・

２
２
・
４
８
４
７

写
真
教
室
・
初
級
編

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
「
デ
ジ
カ
メ
を
知
っ
て
楽
し
く
撮
ろ

う
」と
考
え
て
い
る
人
は
、ぜ
ひ
教
室
に

来
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、“
露
出
？
”っ
と

カ
メ
ラ
用
語
に
惑
わ
さ
れ
た
人
は
い
ま

せ
ん
か
？
美
術
協
会
の
写
真
部
が
丁
寧

に
教
え
ま
す
。

◉
一
眼
レ
フ
に

　

 

興
味
の
あ
る
人
は
必
見
で
す
。

【
開
催
日
時
】４
月
７
日
・
４
月
14
日
・
４

月
21
日
の
金
曜
日
▽
19
時
か
ら
21
時
ま
で

【
場
所
】こ
た
け
創
造
舎（
勝
野
一
区
）

【
参
加
費
】五
百
円（
資
料
代
）

※
受
講
者
に
は
気
に
入
っ
た
写
真
を
Ａ

４
サ
イ
ズ
に
引
き
延
ば
し
て
差
し
上
げ

ま
す
。

【
主
催
】小
竹
美
術
協
会
写
真
部

【
問
い
合
わ
せ
】中
村
博
文（
☎
０
９
０
・

募
集

相
談

資　格 受 付 期 間 試 験 期 日 試 験 会 場

一 般
日本国籍を有する

１８歳以上３４歳未満の人

第 1 回
４月７日まで

第２回
７月１日から

９月１５日まで

【締切日必着】

第１回
４月１４日から

４月１８日まで

第２回
９月２９日から

１０月２日まで

※いずれか１日
を指定されます。

小倉駐屯地

（北九州市）予定

技 能

１８歳以上で、保有する技能に応じ

５３歳～５５歳未満

【保有技能】衛生、語学、整備、電気、情

報処理、建設、通信、放射線管理、法務

【海上予備自衛官補 技能】船舶（甲・

乙）

健軍駐屯地

（熊本県熊本市）

予定
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

a traffic accidentgarbage of fefuse-derived fuelpopulat ion

　1 月中 1 月末累計
発生件数 2 件（－ 3 ） 2 件（－ 3 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数   2 人（－ 6 ） 2 人（－ 6 ）

■人　口 8,013人
男性 3,806 人 女性 4,207 人
出生 5 人 死亡 11 人
転入 27 人 転出 20 人

■世帯数 3,947世帯

  144,040kg （前月比 － 22,350 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 3 月 19 日（日）９時から１２時まで

1 1
1

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

武
谷　

八
郎　

様（
御
徳
一
区
）

遺
族　

武
谷　

信
子　

様

故　

河
原　

サ
ダ
子　

様（
赤
地
区
）

遺
族　

渡
邊  

美
保
子 

様

故　

小
田　

睦
子　

様（
御
徳
三
区
）

遺
族　

小
田  

多
嘉
郷 

様

故　

大
黒　

敏
照　

様（
勝
野
二
区
）

遺
族　

大
黒　

貞
子　

様

お
知
ら
せ

８
３
９
８
・
９
４
７
４
）・
山
﨑
伸
一

放
送
大
学 

平
成
29
年
４
月
入
学
生
募
集 

　

BS
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、文
部
科
学

省
総
務
省
所
管
の
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
、教
育
・
福
祉
、経
済
な
ど
幅
広
い
分

野
の
科
目
を
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。学

力
試
験
は
な
く
、
15
歳
以
上（
全
科
履
修

生
は
18
歳
以
上
）で
あ
れ
ば
入
学
で
き
、

卒
業
す
る
と
学
士（
教
養
）の
学
位
が
取

得
で
き
ま
す
。
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
か

ら
も
編
入
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
以

上
で
あ
れ
ば
大
学
院
の
修
士
科
目
生
、修

士
選
科
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】３
月
20
日（
月
）ま
で

※
入
学
相
談
を
随
時
受
付
中

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
】放
送
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・
５
８
５
・

３
０
３
３

直
鞍
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン

タ
ー 

Ｎｰ

ｂ
ｉ
ｚ
を
開
設

“
直
鞍
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
”と

は
、
地
元
事
業
者
の
真
の
経
営
課
題
で

あ
る「
売
上
を
増
や
す
」た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
つ「
強
み
」を
見
つ
け
・
伸
ば

し
・
具
体
的
な
戦
略
の
提
案
を
し
、「
成

果
」を
出
す
ま
で
支
え
る
、従
来
型
の
支

援
機
関
と
は
一
線
を
画
し
た
相
談
窓
口

で
す
。

◉
３
月
22
日（
水
）に
相
談
開
始
し
ま
す
。

【
所
在
地
】直
方
市
大
字
植
木
８
４
９
ー

１
直
鞍
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
別
館
１
階

【
開
設
日
時
】月
曜
日
～
金
曜
日
と
第
３

土
曜
日
▽
９
時
か
ら
17
時
ま
で

※
第
３
月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み

【
対
象
】直
鞍
地
区
で
事
業
を
営
む
経
営

者（
個
人
事
業
主
含
む
）、
直
鞍
地
区
に

在
住
・
在
勤
の
人
、こ
れ
か
ら
直
鞍
地
区

で
創
業
さ
れ
る
人

【
予
約
方
法
】電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｈ
Ｐ
の

い
ず
れ
か
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
４
９
・
２
８
・
７
０
８
１\

Ｆ
Ａ

Ｘ
０
９
４
９
・
２
２
・
２
７
０
０\

Ｈ
Ｐ 

http://adox.jp/n-biz/

◉
相
談
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】直
鞍
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
４
９
・
２
８
・
７
０
８
１

第
39
回 

地
域
医
療

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　

【
開
催
日
時
】３
月
16
日（
木
）▽
13
時
30

分
か
ら
15
時
30
分
ま
で〈
参
加
費
無
料
〉

【
場
所
】イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

【
申
込
期
限
】３
月
14
日（
火
）ま
で

【
内
容
】①「
意
外
と
怖
い
？
食
事
の
時

の
む
せ
や
咳
～
嚥
下
困
難
・
障
害
の
基

礎
知
識
～
」▽
演
者
・
山
下
智
弘
医
師

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）②「
知
っ

て
い
ま
す
か
？
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
仕
事
」▽
演
者
・
田
中
隆
奨
さ
ん（
医

療
福
祉
室
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

【
問
い
合
わ
せ
】飯
塚
病
院
広
報
室
☎
０

９
４
８
・
２
９
・
８
８
９
２

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

（
新
任
期
）の
実
施

　

訪
問
看
護
を
開
始
す
る
看
護
師
等
が

訪
問
看
護
に
必
要
な
基
本
的
知
識
・
技

術
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
で
す
。

【
開
催
期
間
】６
月
６
日（
火
）か
ら
10
月

24
日（
火
）ま
で
の
25
日
間

【
時
間
】９
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で

【
対
象
者
】訪
問
看
護
に
従
事
し
て
３
年

未
満
の
看
護
職（
従
事
予
定
者
含
む
）

【
募
集
人
数
・
費
用
】50
人
・
五
万
円（
資
料
代
）

【
応
募
締
切
】４
月
28
日（
金
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
１

※
1
月
１
日
か
ら
1
月
31
日
ま
で
に
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
教
室

　

町
立
病
院
で
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。糖
尿
病
を
学
び
、日
常
生
活
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

【
場
所
】町
立
病
院
２
階
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室

【
３
月
の
日
程
・
内
容
】 

16
時
30
分
か
ら

木
曜
日

内　

容

講　

師

２
日

糖
尿
病
は
ど
ん

な
病
気
？

副
院
長

９
日

糖
尿
病
と
食
生

活
に
つ
い
て

管
理
栄
養
士

16
日

運
動
療
法
の
実
際
理
学
療
法
士

23
日

食
事
療
法
の
実
際
管
理
栄
養
士

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】町
立
病
院
事

務
局
☎
２
・０
２
８
２

“ 不審火 ” 
発 生 !

　

　今年に入り、町内で不審火が
３件発生しています。

　家の周りに燃えやすいもの
を置かないなど対策
をお願いします。



印
刷　
株
式
会
社　
ペ
イ
ジ

〒
8

2
0
−

1
1

9
2

 
福
岡
県
鞍
手
郡
小
竹
町
大
字
勝
野
３
３
４
９
番
地

編
集
・
発
行　

小
竹
町
役
場
総
務
課

http://tow
n.kotake.lg

.jp
小

竹
町

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

広
報
こ
た
け

ひ
ま
わ
り
だ
よ
り

16

No.530
2017.3.1

日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

　＊２４日▷       こたけひまわり法律事務所法律相談セミナー▷１０時～１３時
　　　　  　 　       NPO 法人リトルバンブーファミリーサポート事業説明・PR 会▷１１時～１８時

　　　　　             こたけこども園みつば会会議▷１６時～２２時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  ひだまり
  カフェ交流会
▷１０時～１４時

  直鞍地区行政
  相談委員視察
▷１５時～

まぁちゃんの
お出汁 de
クッキング
▷１０時 30 分～

まぁちゃんのお出汁 de
クッキング▷１０時 30 分～
美術協会写真部定例会
▷１９時～

  ヨガ教室
▷１９時～２１時

お試し居住体験 N P O 法 人 リ ト ル バ ン
ブーファミリーサポート
事業説明・PR 会
▷１１時～１８時

N P O 法 人 リ ト ル バ ン
ブーファミリーサポート
事業説明・PR 会
▷１１時～１８時

N P O 法 人 リ ト ル バ ン
ブーファミリーサポート
事業説明・PR 会
▷１１時～１８時

N P O 法 人 リ ト ル バ ン
ブーファミリーサポート
事業説明・PR 会
▷１１時～１８時

N P O 法 人 リ ト ル バ ン
ブーファミリーサポート
事業説明・PR 会
▷１１時～１８時

＊内容は、
表の下に記載
しています。

  ● ● ３月のスケジュール　● ●

【申込方法】次の書類を総務課情報人権係（☎
２・１２１２）まで提出してください。

【提出書類】小竹町有料広告掲載申込書〈様式第
１号（第５条関係）〉、小竹町有料広告掲載申込
書に記載する添付書類、町税等の滞納がないこ
との証明書、広告図案を格納した磁気媒体、リ
ンク先ホームページのＵＲＬと、そのページ内
容がわかるもの（ホームページ掲載広告のみ）

【申込期限】広報こたけ▼掲載希望する号の発
行の２か月前まで　町ホームページ▼掲載す
る月の初日の４０日前まで

【掲載の可否】町有料広告審査委員会で審査し、
掲載の可否を決定します。

【掲載料】　※１か月あたり
広 告 媒 体 規　格 料　金

広報こたけ

全一段
（上下４３㎜×左右１８２㎜） ６，０００円

半一段
（上下４３㎜×左右８８㎜） ３，０００円

町ホームページ
 ※１）

上下６０ピクセル
×左右２１０ピクセル

３，０００円

※１）バナー広告です。広告画像をクリックすると、指定する  
       ホームページ にリンクします。
＊＊＊  詳しくは町ホームページをご覧ください  ＊＊＊

お試し居住体験 お試し居住体験

お試し居住体験 お試し居住体験 お試し居住体験

平成２９年２月１５日現在

広報こたけ・町ホームページに
広告を掲載しませんか？

広 告
 ☆
募 集 ！

こたけ創造舎では、さまざまなイベントを行っています。
ぜひご参加ください。

イベント情報は、「こたけ創造舎」
フェイスブックもご覧ください。


